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機能から見た英国のヴィジュアル ･エレメント



































図4 白鳥像の噴水 図5 ペナース駅のサイン
Stratford-upon-Avon






































うである｡ 5) この場合の ドラゴンは､西沢による分類に倣えば､｢印として｣のヴィジュア
ル ･エレメントと考えるべきだろう｡
イングランド北部の都市リヴァプールはビー トルズ誕生の地 として有名であるが､マージ-
川に面 したアルバー ト･ドックも観光の一翼を担っている｡既報 ｢英国の臨海地域に見るヴィ








ィス ･ビルは1910年完成のロイヤル ･ライヴァ一 ･ビルで､ライヴァ一 ･バー ドを頂 く塔の高
さは90メー トルあるという (図11)｡ 7)




















表現 し易さもあるだろうが､ライオン像が多いように思われる｡ ド-ヴァ-のパブ ｢ゴール
デン ･ライオン｣の像は､よく見ると､気の弱そうな表情をしている (図14)｡同じ金獅子で
も､プライ トンの ｢ゴールデン ･ライオン ･タヴァン｣の像のほうが リアルである (図15)｡
図16は､ベンザンスのホワイ ト･ライオン ･ホテルの浮彫像である｡ 紋章に見られる獅子の形
に近い｡
ハワースのフリー ･ハウス ｢オール ド･ホワイ ト･ライオン｣には､入口の軒の上に2頭の
白いライオンが置かれていた (図17)｡フリー ･ハウスとは､特定のビール会社 とはつなが り
















ル (閲翼ワシ)｣ で､翼がもっと開いていてもよさそうだが､ とにか く､その名のとおりの形
ではある｡ 図19のような袖看板も立てられていた｡図20は､スコットランドの首都エディンバ
ラにある ｢ブラック ･ブル ･タヴァン｣の牛で､暗 くなると､眼が赤 く光る｡
ソールズベリで見たティーポットのディスプレイは､紅茶の葉やコーヒー豆をあつかう茶屋
のものだった (図21)｡ 一方､ヨークで見かけたティーポット (図22)はカフェのディスプレ
イだった｡同じくケ トル (図23)もティー ･ルームのディスプレイだった｡図24に示したブー
ツは､オクスフォー ドのカヴァ-ド･マーケットに入っている靴屋のディスプレイである｡
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図25ロイヤル･オペラ･ハウス 図26 《ヤング ･ダンサー》
London London
図27 シャーロック･ホームズ像 図28 ホームズに扮装した人
London London
Ⅲ 案内および伝達としてのヴィジュアル ･エレメン ト
ロンドンのコヴェント･ガーデンに､オペラの殿堂ロイヤル ･オペラ ･ハウスがある｡ 古代
ギリシアの神殿のようなファサー ドである (図25)｡ この建物の斜め向かいに､道路を挟んで､
幅の広い歩行者専用道があり､ちょっとした広場になっている｡ いわば通 り抜け型のポケット
パ ークである｡13) そこに､ 《ヤング ･ダンサー》 と題する彫刻が設置されている (図26)｡
このダンサー像は､ロイヤル ･オペラ ･ハウスとの関係性から言えば､このオペラ ･ハウスを
案内するサインのような存在である｡ そうした視点で､このダンサー像を捉えるとき､彫刻 と
しての良し悪 Lは二義的になって くる｡
ロンドン地下鉄のベイカー ･ス トリー ト駅から通 りへ出ると､シャーロック ･ホームズ像が
立っている (図27)｡ホームズの住所､ベイカー ･ス トリー ト221Bは出版当時､架空の番地だ
ったが､その後､番地が増えて実在することになった｡シャーロック ･ホームズ博物館がある
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図32 戦没者記念碑 St.lves 図33 戦没者記念碑 Blackpool 図34 スコット記念塔
Edinbu｢gh
Ⅳ 位置の確認としてのヴィジュアル ･エレメン ト
図32は､セント･アイヴスで見かけた､第一次 ･第二次世界大戦の戦没者を讃える記念碑で










ル ･コレツジも街の通 りに面 して際立つ存在である (図36)｡1593年に創設されたプロテスタ
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図40 ルイース城跡 Lewes 図41 ルイース城跡からの眺望











サー ･コナン ･ドイルがこの近 くで生まれたとあった｡イングランド北部の都市､リーズのリ
ーズ ･シティ駅前にある広場には､イングランド王エ ドワー ド3世 (在位1327-77年)の長男で



















集合住宅 (図44､図45)､ホテル (図46)､シンボルとしてのタワー (図62)などが新設され



















物館 (図50)やティ ト･ギャラリーの分館ティ ト･リヴァプール (図51)､ビー トルズの誕生
から解散までを年代順に見せる博物館ビー トルズ ･ス トーリー (図52)の他､ショップやレス
トラン､ホテルなどがあって､一つのレジャー ･コンプレックスを形成 している｡ポンプハウ
スもイン (パブと同類) として再活用されている (図53)｡既報 ｢英国の臨海地域に見るヴィ




ドにティ ト･ギャラリーの分館ティ ト･モダン (図57)がオープンした｡これもウオーターフ














本稿では､英国 (イングランド､スコットランド､ウェールズ)で取材 したヴィジュアル ･
エレメントを､｢印｣｢案内および伝達｣｢位置の確認｣の機能によって分類 した上で､各事例
について考察 した｡さらに､ウオーターフロント開発 と関わ りのあるヴィジュアル ･エレメン
トについても､その事例を挙げて考察 してみた｡
地域のイメージを形成 していると思われるヴィジュアル ･エレメントを取材 してみて､改め
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て感じるのは､その地域の積み重ねられてきた歴史を完全に捨て去って､ゼロから新たに何か
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図62 タワー Swansea 図63 モニュメント広場 Cardif
